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2008年６月１日（毎月1回1日発行） 第465号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事27名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００８年４月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

26,109世帯 
1,187,964,000円 

45,500円 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都 築　 靖　　発行部数　21,000 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 
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「絹さやえんどう」は、栄養の偏りが少なくビタミン・ミネラルがバランスよく摂れる野菜です。 

　
５
月
29
日
（木
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
で
の
第
32
回
通
常
総
代
会
で
、
活
動
の
ま

と
め
と
新
年
度
活
動
方
針
の
決
定
と
と
も
に
、
待
望
の
「
新
病
院
建
設
」
で
は
、
約

35
億
円
の
予
算
で
、
２
０
０
９
年
度
早
々
の
着
工
な
ど
を
承
認
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
「後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
の
中
止
・
撤
回
を
求
め
る
」
「
新
病
院
建
設
の

実
現
に
向
け
活
動
の
推
進
」
２
つ
の
特
別
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。 

第32回通常総代会 

２００８年度スローガン 
 

1 
 
  
2 
 
  
3 
 
  
4 
 
  
5 
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活
動
前
進
へ
の 

　  

　
努
力
を
た
た
え 

表彰 

来
年
度
早
々
に
着
工

来
年
度
早
々
に
着
工 

来
年
度
早
々
に
着
工

来
年
度
早
々
に
着
工 

来
年
度
早
々
に
着
工 

よ
り
良
い
療
養
環
境
に 

 

新病院建設 

　
総
代
会
は
、
永
井
達
郎
、
林
和

枝
両
総
代
の
議
長
の
も
と
、
総
代

１
９
４
人
（
内
委
任
状
44
人
）、

理
事
・
正
副
支
部
長
な
ど
役
員

31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
都
築
理
事
長
は
「
厳
し
い
医
療

情
勢
で
あ
る
が
、
生
協
活
動
の
両

輪
で
あ
る
出
資
金
ふ
や
し
を
中
心

と
し
た
組
織
活
動
の
強
化
と
、
安

全
で
き
め
細
か
な
目
の
行
き
届
く

医
療
活
動
を
展
開
し
、
新
病
院
建

設
を
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
挨
拶
。

来
賓
の
群
馬
県
生
活
文
化
部
消
費

生
活
課
片
貝
好
昭
課
長
、
群
馬
県

生
活
協
同
組
合
連
合
会
峰
岸
通
会

長
理
事
か
ら
激
励
の
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。 

　
活
動
の
ま
と
め
と
新
年
度
方
針
、

新
病
院
建
設
な
ど
の
提
案
を
受
け

て
、
午
後
の
分
散
会
で
は
７
会
場

で
活
発
な
話
し
合
い
が
行
な
わ

れ
、
待
望
の
新
病
院
建
設
へ
の
多

く
の
質
問
や
、
快
適
な
療
養
環
境

の
病
院
づ
く
り
な
ど
の
希
望
も
出

さ
れ
ま
し
た
。 

承
認
さ
れ
た
建
設
内
容 

　
総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
主
な
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。 

１
、
第
１
期
建
設
（
今
回
の
建

設
）
は
、
新
病
院
建
設
用
地
に
最

大
可
能
な
病
棟
を
中
心
に
し
た
新

棟
を
建
て
る
。
新
棟
建
設
後
に
既

存
棟
の
改
修
を
行
な
う
。 

２
、
第
１
期
建
設
費
用
は
、
医
療

機
器
等
を
含
め
35
億
円
以
内
と

す
る
。 

３
、
放
射
線
照
射
施
設
の
設
置
は

早
急
に
結
論
を
出
し
、
可
能
で
あ

れ
ば
第
１
期
建
設
で
行
な
う
。 

４
、
建
設
着
工
は
、
来
年
度
早
々

め
ざ
し
諸
準
備
を
進
め
る
。
工
期

は
１
年
半
程
度
を
予
定
す
る
。 

５
、
設
計
等
が
一
定
程
度
具
体
化

さ
れ
た
時
点
で
、
生
協
の
支
部
や

班
で
説
明
会
を
行
な
う
。 

怒
り
広
が
る
高
齢
者
医
療 

　
組
織
活
動
で
は
、
病
院
建
設
に

向
け
た
増
資
活
動
で
奮
闘
し
た
支

部
、
役
員
な
ど
の
取
り
組
み
。
職

員
と
一
緒
の
訪
問
活
動
で
成
果
を

あ
げ
た
経
験
等
の
報
告
。
健
康
づ

く
り
活
動
で
は
、
健
康
班
会
を
継

続
す
る
工
夫
や
努
力
、
「
歯
の
保

健
大
学
」
を
取
り
組
ん
だ
水
上
と

高
山
支
部
の
経
験
な
ど
が
交
流
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
班
会
で
数
多
く
取
り
組

ま
れ
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
で
は
、
内
容
が
わ
か
れ
ば
わ

か
る
ほ
ど
広
が
る
怒
り
や
、
廃
止

を
求
め
る
署
名
の
取
り
組
み
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
医
療
活
動
で
は
、
総
合
的
な
診

療
科
目
を
持
つ
診
療
体
制
の
充
実

や
、
休
日
夜
間
の
救
急
医
療
な
ど

の
評
価
と
あ
わ
せ
、
よ
り
安
全
な

看
護
業
務
を
行
な
う
も
と
と
な
る

「
７
対
１
」
看
護
基
準
の
維
持
・

継
続
へ
の
看
護
師
紹
介
活
動
へ
の

協
力
要
請
、
待
ち
時
間
の
短
縮
や

接
遇
で
の
改
善
を
望
む
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
代
会
で
は
生
協
の
表
彰
規
定

等
に
基
づ
き
、
昨
年
の
生
協
強
化

月
間
で
奮
闘
し
た
６
支
部
、
永
年

勤
続
職
員
21
人
の
表
彰
。
ま
た
、

永
年
「
利
根
の
保
健
」
の
編
集
委

員
と
し
て
協
力
を
頂
い
た
佐
藤
和

彦
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。 

 

優
秀
活
動
支
部
（
カ
ッ
コ
内
は

支
部
長
　
敬
称
略
） 

【
増
資
活
動
】
３
支
部 

沼
田
南
　
　
　
（
馬
場
半
次
郎
）

川
　
場
　
　
　
（
吉
野
　
長
治
）

月
夜
野
東
　
　
（
小
林
　
一
義
）

【
組
合
員
ふ
や
し
】
２
支
部 

沼
田
東
　
　
　
（
児
玉
　
洋
明
）

川
　
場
　
　
　
（
吉
野
　
長
治
）

【
班
会
開
催
】
２
支
部 

池
　
田
　
　
　
（
大
嶋
　
次
郎
） 

月
夜
野
西
　
　
（
丸
山
　
　
功
）  

 

永
年
勤
続
職
員 

30
年
（
３
人
）
加
藤
友
子
、
竹
内

君
江
、
南
雲
美
枝
子 

20
年
（
６
人
）
入
澤
勝
彦
、
林
小

百
合
、
星
野
荘
生
、
堀
口
昌
彦
、

南
美
佐
代
、
村
田
稔 

10
年
（
12
人
）
新
井
み
ゆ
き
、

井
上
優
子
、
萩
原
恵
子
、
後
藤
順

子
、
新
行
内
健
一
、
鈴
木
真
紀

子
、
角
田
美
恵
、
根
津
え
り
子
、

林
美
奈
、
原
澤
知
恵
、
本
多
由

果
、
水
澤
良 

全組合員の知恵と力を大きく寄せ合って、いつで
もだれでも安心して利用できる「新病院」建設を
すすめよう  
医療崩壊がすすむ今日、地域医療充実のため、組
合員の紹介運動として医師・看護師などの医療技
術者確保をすすめよう  
医療差別や高齢者に負担を強いる「後期高齢者医
療制度」施行の中止など、社会保障改善の運動を
すすめよう  
みんなで憲法25条・9条・13条を学び合い、憲
法を守り平和と基本的人権をくらしに活かすとり
くみをすすめよう  
「特定健診・特定保健指導」のとりくみをすすめ
るとともに、健康づくり健診を地域に大きく広げ
よう  
支部を強化し地域に役立つ支部運営をすすめ、助
け合い活動などの１支部１事業活動をすすめよう 

2009年度職員募集 
利根保健生協では2009年4月1日採用予定職員を次の通り募集します。 
生協活動、組合員とともにつくる医療活動に意欲ある人を求めます。 
応募者は総務課人事係まで履歴書・卒業見込み書・成績証明書を
送付下さい。 

1. 募集職種、採用予定人員、応募資格 
①看護師・助産師・保健師含む……10名　新卒・既卒可 
②理学・作業療法士………………若干名　新卒・既卒可 
③その他の医療技術職についてはお問い合わせ下さい。 
④事務員　若干名（2009年3月4年制大学卒業見込みの者及び
　　　　　　　　 既卒者で28歳未満の者。） 
　　業務内容：医療事務、本部事務（総務、経理、資材）、生協組
　　　　　　　織担当及びＭＳＷ（医療ソーシャルワーカー）等。 

2. 採用試験 
○実施時期 
　事務員：第一次試験→7月末を予定　応募締め切り6月末日。 
　医療技術者：8月を予定、詳細は各人に追って通知します。 
○試験内容（各職種共通） 
　学科試験、小論文、面接、健康診断 

詳細は総務課人事係までお問い合わせ下さい。 

分
散
会
で
議
案
を
深
め
あ
う 

194人（内委任44）の参加で全議案を採択 

表彰された支部の 
代表者の皆さん 佐藤和彦氏 



 

絹さやには、動脈硬化の予防に役立つβカロテンがピーマンの２倍、免疫を強化するビタミンＣはトマトの３倍です。 

2008年６月１日（毎月1回1日発行） 

　
07
年
度
は
「
新
病
院
建
設
」
の

成
功
に
向
け
て
、
理
事
会
を
中
心

に
支
部
役
員
と
力
を
合
わ
せ
て
活

動
の
活
性
化
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

   

日
本
生
協
連
医
療
部
会
は
、
「
健

康
を
つ
く
る
。
平
和
を
つ
く
る
」

を
基
本
に
、
次
の
３
点
を
重
点
課

題
と
し
て
い
ま
す
。
①
地
域
の
思

い
を
『
か
た
ち
』
に
変
え
る
支
部

づ
く
り
を
す
す
め
る
。
②
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
「
全

国
四
課
題
」
を
総
合
的
に
前
進
さ

せ
る
。
③
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど

あ
ら
ゆ
る
社
会
問
題
に
向
き
合
う

医
療
生
協
ら
し
い
事
業
と
運
動
を

展
開
す
る
。 

　
利
根
保
健
生
協
で
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
と
あ
わ
せ
「
新
病
院
」
の

年
度
内
着
工
に
向
け
準
備
を
す
す

め
ま
す
。
そ
の
成
功
の
た
め
、
生

協
の
総
合
的
な
組
織
強
化
を
め
ざ

し
理
事
会
を
先
頭
に
、
組
合
員
と

職
員
の
共
同
し
た
運
動
の
展
開
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
新
規
加
入
は
、
430
世
帯
で
名
義

変
更
な
ど
を
差
し
引
き
83
世
帯
増

加
し
、
組
合
員
総
数
は
２
万
６
０

７
８
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。
地
域

内
の
人
口
は
減
り
核
家
族
化
の
中

で
生
協
加
入
率
は
六
割
台
で
す
。 

　
今
年
度
の
目
標
は
500
世
帯
で
、

若
い
世
帯
を
中
心
に
「
１
支
部
５

世
帯
」
、
純
増
100
世
帯
と
し
ま
す
。 

　
厳
し
い
経
済
事
情
の
な
か
、
病

院
建
設
の
課
題
達
成
を
め
ざ
し
た

増
資
の
運
動
は
、
目
標
の
１
億
円

に
対
し
75
％
の
到
達
で
し
た
。
ま

た
、「
出
資
世
帯
割
合
」で
は
、
22

・
５
％
で
、
過
去
最
高
だ
っ
た
前

年
度
を
２
・
６
％
下
回
り
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
「
新
病
院
建
設
」

着
工
の
年
度
と
し
て
、
全
国
的
な

目
標
で
あ
る
「
施
設
建
設
資
金
」

の
２
割
を
出
資
金
で
賄
え
る
生
協

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
組
合
員
の
三
割
が

参
加
す
る
増
資
の
と
り
く
み
を
め

ざ
し
ま
す
。 

　
班
会
は
、開
催
班
で
は
前
年
に
比

べ
若
干
の
減
少
に
と
ど
ま
り
ま
し
た

が
、延
べ
回
数
で
758
回
と
前
年
比

92
％
で
し
た
。内
容
の
特
徴
点
と
し

て
は「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」に

つ
い
て
は
42
カ
所
で
学
び
、
差
別
医

療
に
つ
な
が
る
ヒ
ド
イ
内
容
に
怒
り

が
収
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、「
セ

ラ
バ
ン
ド
」や「
転
倒
予
防
」体
操
の

班
会
が
24
カ
所
な
ど
と
広
が
る
と

と
も
に
、新
た
に
組
合
員
独
自
で
の

「
輪
投
げ
班
会
」等
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
「
班
会
」
の
独
自
開
催
は
も
ち

ろ
ん
、
健
康
な
地
域
作
り
に
向
け

て
支
部
や
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
を

組
織
し
、
強
め
ら
れ
よ
と
し
て
い

る
社
会
保
障
の
改
悪
な
ど
に
抗
し

た
学
習
会
な
ど
も
ふ
く
め
て
、
高

齢
者
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
班
会
を

開
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
１
万
２
千
人
を
目
標
に
と
り
く

ん
だ
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
、
延
べ
７

６
７
８
人
が
実
施
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
「
24
時
間
蓄
尿
塩
分
チ

ェ
ッ
ク
」
の
結
果
は
、
平
均
塩
分

摂
取
量
は
10
・
60
n
（
前
年
10
・

16
n
）
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
年
々

改
善
が
進
み
念
願
の
「
平
均
９
n

台
」
は
目
前
で
し
た
が
、
今
年
は

前
年
に
比
べ
や
や
増
え
た
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
幅
を
広

げ
な
が
ら
生
活
習
慣
改
善
の
運
動

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
「
歯
の
保
健
大
学
」
は
水
上
支

部
と
高
山
支
部
の
２
ヵ
所
で
開
講
、

新
た
に
30
人
の
「
歯
の
保
健
委

員
」
が
誕
生
し
、
計
174
人
と
な
り

ま
し
た
。
各
支
部
で
引
き
続
い
て

開
校
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
在
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
で
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
養
成
や
「
介
護
ス
ク
ー
ル
」
（
仮

称
）
の
開
校
も
企
画
し
ま
す
。 

　
正
副
支
部
長
会
議
と
支
部
運
営

委
員
会
な
ど
の
定
期
開
催
を
す
す

め
、
生
協
活
動
の
要
と
な
る
支
部

の
活
性
化
を
す
す
め
ま
す
。 

　
ま
た
、年
度
の
節
目
を
中
心
に

組
合
員
名
簿
の
整
備
を
、各
支
部

の
協
力
を
得
な
が
ら
す
す
め
ま
す
。 

  

新
病
院
建
設
は
、
７
月
末
に
設

計
事
務
所
が
決
ま
り
、
基
本
構
想

も
固
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

  

経
営
状
況
は
上
半
期
ま
で
は
前

年
実
績
を
下
回
る
状
況
で
し
た
が
、

看
護
師
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り

10
月
か
ら
「
７
対
１
看
護
基
準
」

が
認
可
さ
れ
、
収
入
増
が
図
ら
れ

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
片
品
診
療
所
で
経
費
の

圧
縮
等
に
よ
る
黒
字
へ
の
転
化
、

老
健
と
ね
で
の
体
制
の
変
更
や
基

準
の
見
直
し
を
行
い
赤
字
幅
の
縮

小
な
ど
、
全
事
業
所
で
経
営
改
善

を
す
す
め
た
結
果
、
前
年
を
上
回

る
実
績
が
確
保
で
き
ま
し
た
。 

  

新
年
度
は
、
い
よ
い
よ
新
病
院

建
設
が
具
体
的
に
見
え
て
く
る
重

要
な
年
度
と
な
り
ま
す
。
設
計
を

完
了
さ
せ
工
事
の
着
工
を
め
ざ
し

ま
す
。
利
用
率
の
向
上
と
業
務
改

善
を
図
り
赤
字
体
質
だ
っ
た
事
業

所
も
含
め
て
「
全
事
業
所
で
の
黒

字
確
保
」
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
生
協
の
目
的
は
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
で
す
。
多
く

の
声
が
実
現
さ
れ
る
　
夢
を
か
た

ち
に
　
す
る
た
め
に
組
合
員
、
役

職
員
の
知
恵
と
力
を
結
集
し
、
総

力
を
挙
げ
た
と
り
く
み
で
成
功

さ
せ
ま
し
ょ
う
。 
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2007
年
度
の
ま
と
め
と
今
年
度
の
方
針

年
度
の
ま
と
め
と
今
年
度
の
方
針 
2007
年
度
の
ま
と
め
と
今
年
度
の
方
針 

第
32
回
通
常
総
代
会
議
決

回
通
常
総
代
会
議
決
 

第
32
回
通
常
総
代
会
議
決
 

保健 
組織 
保健 
組織 
基
盤
強
化
で
総
合
的
前
進
を
 ���

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���経営 
活動 
経営 
活動 

（
要
旨
） 

組合員 
ふやし 
組合員 
ふやし 
07
年
度
実
績
　
四
三
〇
世
帯
 

今
年
度
目
標
　
五
〇
〇
世
帯
 

出資金 
ふやし 
出資金 
ふやし 
07
年
度
実
績
　
七
五
二
六
万
円
 

今
年
度
目
標
　
一
億
円
 

健 康 
チェック 
健 康 
チェック 
07
年
度
実
績
　
七
六
七
八
人
 

今
年
度
目
標
　
一
万
二
千
人
 

活
動
の
担
い
手
づ
く
り

活
動
の
担
い
手
づ
く
り
 

活
動
の
担
い
手
づ
く
り
 

２００８.３.３１現在 組合員 
世帯数 

組織率 利根の保健 出 資 金  班　　　　会 新総代  班 長  人 数  
保 健  
委 員  

歯の保 
健委員 開催班 延回数 開催率 

暮らし 
相談員 指標班 世帯数 人口 配布部数 配布率 金額千円 平均世帯 

支部名 

沼 田 東 
沼 田 中 
沼 田 西 
沼 田 南 
沼 田 北 
利 　 南 
池 　 田 
薄 　 根 
川 　 田 
白 　 沢 
利 根 北 
利 根 南 
市 合 計 
片 　 品 
川 　 場 
月 夜 野 東 
月 夜 野 西 
水 　 上 
新 　 治 
昭 和 東 
昭 和 南 
郡 合 計 
高 　 山 
吾妻郡（除く高山） 
子 　 持 
赤 　 城 
職 域 ・ 他 
常 勤 役 職 員 
合 　 計 
昨 年 度 実 績 

組
織
現
況
と
活
動
の
ま
と
め

組
織
現
況
と
活
動
の
ま
と
め
 

組
織
現
況
と
活
動
の
ま
と
め

組
織
現
況
と
活
動
の
ま
と
め
 

組
織
現
況
と
活
動
の
ま
と
め
 

健康  
班 会  
健 康  
班 会  
07
年
度
実
績
　
　
七
五
八
回
 

今
年
度
目
標
　
一
〇
〇
〇
回
 

生 協 の 資 産  

◎ 資 産 の 部  ◎収益の部  

◎費用の部  

◎負債及び資本の部 

（2008.3.31現在） 
2007年度決算 2008年度予算 

流 動 資 産  

固 定 資 産  

合 計 

 

 

 

 

 

流 動 負 債 

固 定 負 債  

出 資 金  

積立準備金 

当期剰余金  

合 計 

事 業 収 益 

事業外収益 

合 計 

 

薬品・材料費 

人 件 費 

物 件 費 

減価償却費 

支払消費税 

事業外費用

特別損失ほか 

法人税等充当金 

合  計 

差引当期剰余金 

（単位千円） 

総
力
挙
げ
て
“夢
を
か
た
ち
に
”
 

※
４
月
の
新
規
加
入
、
増
資
者
一
覧
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。 

２,７１８  
９２８  
１,５２７  
１,０５６  
２,５２５  
３,５６４  
９７４  
２,３０４  
１,２０４  
１,２８２  
１,２９５  
４６７  

１９,８４４  
１,７５９  
１,０７３  
１,９８２  
１,５１５  
２,４１２  
２,３６２  
１,０７６  
１,２０６  
１３,３８５  
１,２７９  
２２,２９８ 
３,９０８  
３,８０３  

 
 

64,517 
６４,３３２ 

６,８２８  
２,１４７  
３,９１８  
２,６４０  
６,５９５  
９,５２５  
３,１０９  
６,９４５  
３,６２９  
３,９３６  
３,６７９  
１,３２４  
５４,２７５  
５,６６６  
３,７７５  
５,９４６  
４,７２６  
５,３５３  
７,１２４  
３,８５４  
３,９８８  
４０,４３２  
４,１５１  
５９,５３０ 
１２,０８１  
１１,８９６  

 
 

182,365  
１８４,３０７ 

１,６８６  
６１８  
９１６  
６０５  
１,５９４  
１,６８０  
７７７  
１,４３１  
８６３  
８６０  
９５６  
３５９  

１２,３４５  
１,３８２  
８８８  
１,４６３  
１,２０５  
１,５２５  
１,８２８  
８５２  
８８５  

１０,０２８  
５７１  
４１ 
１０１  
１１５   
２,２９１  
５８６  

26,078  
２５,９９５ 

１,４０１  
６１３  
６５９  
６０３  
１,０８６  
１,５２４  
７６２  
１,１９５  
７８１  
７３２  
９５４  
３０８  

１０,６１８  
１,２７７  
８４１  
１,２７０  
１,０６２  
１,２０１  
１,７４２  
６８５  
５７０  
８,６４８  
５６５  
１７  
１７ 
  

２６１  
 

20,126  
２０,２７３ 

１２７,９３５  
３６,０８０  
３２,７５０  
４０,６２０  
７５,９１９  
７０,０６５  
２９,７９４  
３８,７９４  
２５,８９４  
２３,２８０  
４３,８７６  
１４,３７１  
５５９,３７８  
５４,８２１  
２３,９９１  
６１,８２７  
５３,０７０  
４７,４９０  
６９,７１３  
２９,１８７  
３２,２６０  
３７２,３５９  
２２,５１６  
８７０ 
１,６９４  
３,５２８   
２１,６０９  
２０４,８３７  
1,186,791  
１,１４８,５２６ 

７５,８８０  
５８,３８１  
３５,７５３  
６７,１４０  
４７,６２７  
４１,７０５  
３８,３４４  
２７,１０９  
３０,００４  
２７,０６９  
４５,８９５  
４０,０３０  
５３４,９３７  
３９,６６７  
２７,０１６  
４２,２６０  
４４,０４１  
３１,１４０  
３８,１３６  
３４,２５７  
３６,４５１  
３７,１３１  
３９,４３２  
２１,２１９ 
１６,７７２  
３０,６７８  
１８,７１３  
３４９,５５１  
45,509  
４４,１８２ 

１３  
７  
８  
７  
１４  
１４  
８  
９  
８  
８  
９  
４  

１０７  
１４  
７  
１３  
１２  
１３  
１４  
８  
８  
８５  
６  
 
 
 
 
１  

205  
２０５ 

８６  
４１  
３８  
３８  
６５  
１０２  
６７  
６６  
５９  
５１  
６０  
２４  
６９７  
７９  
５５  
９０  
６９  
８２  
１１０  
５０  
４２  
５７７  
５５  
１  
１ 
  

１６  
 

1,347
１,３３７ 

６７  
１９  
３７  
１８  
１１７  
５２  
１６３  
２６  
３８  
９３  
９０  
７１  
７９１  
１０６  
１９  
１７６  
１４０  
６７  
２１２  
１００  
６７  
８８７  
７７  
 
 
 
 
 

1,755  
１,７２５ 

５  
６  
５  
３  
６  
２  
２  
２  
１  
 

１２  
 

４４  
２７  
 

１９  
１４  
１６  
３０  
 
２  

１０８  
１９  
 
 
 
 
３  

174  
１４４ 

５  
４  
３  
　 
３９  
６  
６  
１  
５  
　 
１  
　 
７０  
４  
　 
１０  
２  
　 
３５  
１  
４  
５６  
　 
 
 
 
 
 

126  
１２６ 

２３  
４  
８  
１３  
８  
６  
１９  
８  
５  
２  
９  
５  

１１０  
９  
１  
１５  
１９  
２２  
１２  
９  
１１  
９８  
１１  
 
 
 
５  
４  

228  
２３３ 

８１  
２８  
４６  
４４  
２１  
４６  
４９  
３０  
３１  
１３  
１５  
１０  
４１４  
２７  
１１  
４８  
５２  
２９  
６４  
２２  
２９  
２８２  
２２  
 
 
 

１４  
２６  
758  
８２２ 

１０  
４  
４  
４  
３  
５  
９  
５  
３  
１  
２  
２  
５２  
２  
１  
５  
６  
３  
１２  
３  
５  
３７  
１  
 
 
 
１  
 

91  
９４ 

２６.７  
１０.０  
２２.２  
３５.１  
１２.９  
５.８  
２８.８  
１１.８  
８.５  
４.０  
１４.５  
２０.８  
１５.９  
１１.５  
１.８  
１６.７  
２７.５  
２７.２  
１１.１  
１７.６  
２８.２  
１７.２  
２０.４  

 
 
 
 
 

17.1  
１７.５ 

８３.１  
９９.２  
７１.９  
９９.７  
６８.１  
９０.７  
９８.１  
８３.５  
９０.５  
８５.１  
９９.８  
８５.８  
１,０５６  
９２.４  
９４.７  
８６.８  
８８.１  
７８.８  
９５.３  
８０.４  
６４.４  
８６.２  
９８.９  
４１.５ 
１６.８   
　 

１１.４  
  

1,310  
７８.０ 

６２.０  
６６.６  
６０.０  
５７.３  
６３.１  
４７.１  
７９.８  
６２.１  
７１.７  
６７.１  
７３.８  
７６.９  
７８８  
７８.６  
８２.８  
７３.８  
７９.５  
６３.２  
７７.４  
７９.２  
７３.４  
７４.９  
４４.６  

 
２.６  
３.０  
 
 

913  
６１.８ 

１,８７０,８１０ 

３,５２８,４３５ 

５,３９９,２４５ 

  

  

　 　 

 

 

１,４５８,０３６ 

２,０９１,９３４ 

１,１８６,７９１ 

 ６５６,１４５ 

 ６,３３９ 

５,３９９,２４５ 

７,９３０,９７９ 

４６,６５６ 

７,９７７,６３５ 

 

２,６０２,９５４ 

４,４０３,７０２ 

４４８,９８９ 

２７９,４３５ 

１５２,７５１ 

２７,４９７ 

７,４７５ 

４８,４９３ 

７,９７１,２９６ 

６,３３９ 

８,１８１,０７８ 

４４,９８０ 

８,２２６,０５８ 

 

２,５７８,０１１ 

４,５７５,７９０ 

４３３,８５０ 

３０１,５７３ 

１５６,０９２ 

２４,８００ 

０ 

１４７,１４０ 

８,２１７,２５６ 

８,８０２ 

“
 

“
 

川田支部　下川田・田中合同班会 

利 根 の 保 健  第465号　（２） 



絹さやは、糖質代謝を助け疲労回復に働くビタミンＢ1や、成長促進作用があるビタミンＢ２が多く、食物繊維も豊富です。 

2008年６月１日（毎月1回1日発行） 第465号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 
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医療・介護 医療・介護 

医
療
の
安
心
・
安
全
 

医
科
・
介
護
の
連
携
 

１
、
新
病
院
建
設
の
課
題
　 

　
地
域
住
民
、
患
者
・
組
合
員
み

な
さ
ん
の
大
き
な
期
待
を
担
っ
て

の
新
病
院
建
設
は
、
進
行
が
遅
れ

て
い
ま
す
。
病
院
医
療
の
中
心
に

な
る
医
師
層
の
中
で
建
設
用
地
、

規
模
、
経
営
等
の
基
本
に
つ
い

て
、
医
局
内
で
３
ヵ
月
に
亘
っ
て

徹
底
論
議
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
管
理
部
と
の
認
識
の
統
一

が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

２
、
急
性
期
・
亜
急
性
期
病
院
の

使
命
、
安
心
と
安
全
の
医
療
の
保

障
の
課
題
　
①
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
、

Ｎ
Ｓ
Ｔ
、
が
ん
診
療
委
員
会
、
パ

ス
委
員
会
等
の
チ
ー
ム
医
療
が
定

着
し
ま
し
た
。
　
②
10
月
に
「
７

対
１
看
護
加
算
」
を
取
得
し
、
看

護
の
質
の
保
障
と
病
院
経
営
の
安

定
化
が
図
れ
ま
し
た
。
③
医
療
崩

壊
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

幸
い
当
院
で
は
、
外
科
、
産
婦
人

科
、
麻
酔
科
医
が
増
員
。
新
年
度

も
精
神
科
、
病
理
科
、
整
形
外
科

医
が
増
え
ま
し
た
。
④
利
根
沼
田

地
域
の
救
急
医
療
体
制
は
一
次
・

二
次
・
三
次
と
も
当
院
へ
の
依
存

傾
向
が
強
く
、
特
に
夜
間
は
顕
著

で
す
。週
２
日(

火
、木)

の
医
師
会

の
小
児
一
次
救
急
も
定
着
し
ま
し

た
が
、
開
設
当
初
の
目
標
で
あ
る

当
院
小
児
科
の
負
担
軽
減
に
は
到

っ
て
い
ま
せ
ん
。
⑤
地
域
連
携
室

を
中
心
に
、
地
域
の
医
療
・
介
護

の
連
携
は
め
ざ
ま
し
く
進
展
し
ま

し
た
。 

３
、
臨
床
研
修
指
定
病
院
と
し
て

質
の
高
い
研
修
と
、
地
域
に
残
る

医
師
確
保
の
課
題
　
臨
床
研
修
制

度
に
よ
る
３
年
次
は
、
３
名
が
研

修
を
終
え
、
小
内
医
師
が
精
神
科

に
就
職
し
ま
し
た
。
今
後
も
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
進
め
、
利

根
・
沼
田
に
定
着
す
る
医
師
の
獲

得
を
め
ざ
し
ま
す
。 

４
、
「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

と
し
て
の
強
化
の
課
題
　
更
新
要

件
に
、
放
射
線
施
設
の
完
備
と
放

射
線
専
門
医
師
の
常
勤
が
加
わ
っ

た
「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

は
、
全
国
に
353
、
県
内
に
11
病
院

で
す
。
高
額
な
設
備
投
資
と
人
材

確
保
は
極
め
て
困
難
で
す
が
、
こ

の
た
め
に
、
化
学
療
法
や
放
射
線

療
法
等
の
課
題
を
病
院
総
体
と
し

て
対
応
し
ま
す
。 

  

１
、
安
心
安
全
な
き
め
細
か
い
医

療
と
切
れ
目
の
な
い
医
療
・
療
養

の
実
現
を
は
か
り
ま
す
　
①
安
全

な
看
護
の
実
現
を
め
ざ
し
「
７
対

１
」
看
護
の
維
持
・
継
続
、
待
ち

時
間
短
縮
の
外
来
診
療
の
追
及
。

「
と
ね
在
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
」
と

の
連
携
強
化
を
重
視
し
ま
す
。
　

②
救
急
外
来
強
化
を
は
か
る
と
と

も
に
、
地
域
連
携
を
推
進
し
ま

す
。
　
③
困
難
を
抱
え
た
患
者
へ

の
対
応
を
強
化
し
ま
す
。 

２
、
が
ん
診
療
強
化
と
生
活
習
慣

病
の
と
り
く
み
を
強
め
ま
す
　 

　
①
が
ん
登
録
シ
ス
テ
ム
の
確

立
・
人
材
養
成
・
相
談
事
業
の
体

制
強
化
な
ど
「
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
」
の
活
動
強
化
・
維
持

と
、
外
来
化
学
療
法
室
の
設
置
、

緩
和
医
療
を
い
っ
そ
う
推
進
し
ま

す
。
　
②
「
特
定
保
健
指
導
」
と

班
会
活
動
と
の
連
携
を
す
す
め
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
脳

梗
塞
へ
の
と
り
く
み
強
化
を
は
か

り
ま
す
。 

３
、
「
臨
床
研
修
指
定
病
院
」
と

し
て
の
役
割
強
化
を
進
め
ま
す
　

　
研
修
内
容
の
充
実
を
は
か
り
、

組
合
員
活
動
と
の
か
か
わ
り
や
「医

療
生
協
の
利
点
を
生
か
し
た
研
修
」

を
追
究
し
、
利
根
沼
田
に
残
っ

て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
展

開
す
る
医
師
養
成
を
め
ざ
し
ま
す
。 

４
、
医
師
労
働
の
軽
減
を
図
り
ま
す 

５
、
人
材
の
確
保
・
養
成
を
強
化

し
ま
す 

６
、
患
者
・
生
協
組
合
員
か
ら
の

要
望
・
意
見
対
応
の
体
制
づ
く
り

　
職
員
の
一
層
の
接
遇
改
善
に
努

め
、
利
用
委
員
会
で
の
討
議
を
深

め
て
生
協
に
ふ
さ
わ
し
い
解
決
を

め
ざ
し
ま
す
。 

７
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
、

が
ん
検
診
の
活
動
を
各
支
部
と
協

力
し
て
進
め
ま
す 

８
、
災
害
医
療
等
へ
の
と
り
く
み

を
進
め
ま
す 

                 

１
、
よ
り
か
か
り
や
す
い
歯
科
診

療
所
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
　 

　
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
示

さ
れ
て
い
る
治
療
費
負
担
の
概
算

書
の
活
用
や
治
療
説
明
な
ど
改
善

に
と
り
く
み
ま
し
た
。
患
者
負
担

の
根
本
は
社
会
保
障
制
度
の
問
題

で
す
が
、
か
か
り
や
す
さ
の
追
及

の
中
で
、
上
手
に
歯
科
診
療
所
を

活
用
す
る
方
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
職
員
の
量
的
・
質
的
強
化
も

は
か
ら
れ
ま
し
た
が
、
治
療
間
隔

の
短
縮
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。 

２
、
組
合
員
に
役
立
つ
歯
科
診
療

所
づ
く
り
に
つ
い
て
　
利
用
委
員

会
の
活
動
経
過
を
ま
と
め
、
共
同

組
織
活
動
交
流
集
会
や
患
者
の
権

利
章
典
実
践
交
流
集
会
な
ど
、
全

国
集
会
で
報
告
し
ま
し
た
。
歯
磨

き
推
進
委
員
と
の
定
期
的
会
議
が

開
か
れ
、
歯
を
守
る
活
動
の
具
体

化
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま

す
。 

３
、
全
支
部
で
の
「
歯
の
保
健
大

学
」
開
講
を
め
ざ
し
て
　
高
山
・

水
上
の
２
支
部
で
「
歯
の
保
健
大

学
」
を
開
講
し
、
計
39
名
が
修
了

し
ま
し
た
。
「
歯
の
大
切
さ
を
改

め
て
知
っ
た
」
「
歯
ブ
ラ
シ
の
正

し
い
選
び
方
を
始
め
て
知
っ
た
」

な
ど
、
好
評
で
し
た
。
未
開
催
支

部
の
論
議
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

４
、
新
病
院
歯
科
開
設
に
向
け
て
、

医
科
歯
科
連
携
に
つ
い
て
　 

　
口
腔
ケ
ア
や
咀
嚼
・
嚥
下
に
関

す
る
学
習
会
な
ど
へ
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
た
。
病
棟
へ
出
向
い
て

の
検
討
や
、
「
老
健
と
ね
」
で
の

口
腔
ケ
ア
を
本
格
的
に
開
始
し
ま

し
た
。 

そ
の
他
、
歯
科
医
師
や
衛
生
士
学

生
の
研
修
充
実
な
ど
後
継
者
の
確

保
と
育
成
を
は
か
り
、
管
理
型
施

設
取
得
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。 

　 
 

１
、
「
安
心
・
安
全
・
信
頼
」
を

基
本
に
、
個
々
の
治
療
要
求
な
ど

に
応
え
る
課
題
　
個
々
の
患
者
様

の
治
療
計
画
に
基
づ
い
て
、
４
つ

の
診
療
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
工
夫
し

な
が
ら
、
歯
科
医
療
従
事
者
と
し

て
の
力
量
向
上
に
努
め
ま
す
。 

２
、
「
医
療
生
協
人
」
と
し
て
の

職
員
づ
く
り
の
課
題
　
日
常
診
療
、

組
織
活
動
、
社
保
活
動
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
部
面
で
の
教
育
を
重
視

し
、
医
療
生
協
の
専
門
家
と
し
て

応
え
ら
れ
る
能
力
を
高
め
ま
す
。 

３
、
組
合
員
の
「
出
資
・
利
用
・

運
営
」
へ
の
参
加
に
つ
い
て 

　
班
会
や
「
歯
の
保
健
大
学
」
開

講
な
ど
、歯
の
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
と
り
く
み
を
大
い
に
す
す
め
ま
す
。

組
合
員
参
加
の
「
外
来
患
者
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
と
り
く
み
ま
す
。 

４
、
医
科
・
介
護
分
野
と
の
連
携

と
新
た
な
事
業
展
開
に
つ
い
て
　

　
老
健
と
ね
で
の
口
腔
ケ
ア
の
充

実
や
、
赤
ち
ゃ
ん
同
窓
会
、
チ
ー

ム
デ
ィ
ア
ベ
テ
ス
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
な
ど

や
、
地
域
と
の
連
携
に
積
極
的
に

か
か
わ
り
、
医
科
―
介
護
―
歯
科

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
総
合
的
に
進
め

ま
す
。
ま
た
高
齢
化
対
応
と
し

て
、
遠
方
へ
の
訪
問
歯
科
診
療
な

ど
新
た
な
事
業
展
開
の
検
討
を
す

す
め
ま
す
。 

５
、
単
独
型
歯
科
医
師
臨
床
研
修

施
設
の
認
定
取
得
に
つ
い
て 

　
新
潟
大
学
の
協
力
型
臨
床
研
修

施
設
と
し
て
研
修
医
を
受
け
入
れ

た
２
年
間
の
実
績
を
生
か
し
て
、

今
年
度
は
単
独
型
施
設
と
し
て
認

定
申
請
を
行
い
ま
す
。 

   

　
地
域
の
人
口
減
少
に
よ
り
、
医

科
の
平
均
患
者
数
は
、
減
少
し
ま

し
た
。
歯
科
は
定
期
的
な
口
腔
内

清
掃
を
積
極
的
に
す
す
め
、
や
や

増
加
し
ま
し
た
。
患
者
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
実
施
、
治
療
方
針
の
徹

底
に
努
め
ま
し
た
。
組
織
活
動

は
、
利
用
委
員
会
の
隔
月
開
催
が

始
ま
り
、
花
咲
で
は
班
長
・
役
員

の
協
力
で
増
資
の
全
戸
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。 

新
年
度
　
医
科
で
は
、
全
慢
性
疾

患
患
者
対
応
の
「
患
者
情
報
カ
ー

ド
」
作
成
、
治
療
方
針
や
投
薬
内

容
等
が
分
か
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
悪
性
腫
瘍
の
早
期
発
見
に
努

め
ま
す
。 

　
歯
科
で
は
、
診
療
体
制
強
化
と

患
者
さ
ん
向
け
の
パ
ン
フ
作
成
、

中
断
患
者
連
絡
な
ど
、
か
か
り
易

い
診
療
所
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。 

   

１
、
介
護
老
人
保
健
施
設
と
ね
　 

　
07
年
度
は
、
入
所
ベ
ッ
ド
利
用

が
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。７
月

に
は
、施
設
長
が
開
設
時
の
山
路

先
生
か
ら
飯
島
先
生
へ
交
代
し
ま

し
た
。 

新
年
度
　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
利
用

者
家
族
に
介
護
技
術
の
伝
達
や
啓

蒙
の
た
め
「
介
護
教
室
」
の
開
催
、

通
信
物
を
発
行
し
て
ご
家
族
へ
施

設
利
用
の
様
子
を
発
信
し
ま
す
。 

２
、
と
ね
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
　
尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
、
在
宅
酸

素
な
ど
医
療
依
存
度
の
高
い
利
用

者
が
多
く
、
が
ん
患
者
が
自
宅
療

養
で
き
る
よ
う
「
在
宅
療
養
支
援

パ
ス
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
夜
間

や
休
日
も
「
24
時
間
対
応
」
で
必

要
時
の
訪
問
も
行
い
ま
し
た
。 

新
年
度
　
利
用
者
や
地
域
の
要
求

に
応
え
、
看
護
の
質
・
技
術
の
向

上
と
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
ま
す
。
今
年
度
か
ら
養

護
学
校
等
の
施
設
へ
の
訪
問
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
市
町

村
と
も
連
携
し
て
、
障
害
児
へ
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
も
努
力
し
ま

す
。 

３
、
と
ね
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
　
厳
し
い
給
付
制
限
の

中
、
自
立
支
援
の
介
護
計
画
作

成
、
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
き
し
ま

し
た
。 

新
年
度
　
利
用
者
の
長
年
の
要
望

に
応
え
①
送
迎
サ
ー
ビ
ス
②
日

曜
・
祝
日
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
③
障

害
者
支
援
の
た
め
の
技
術
力
向
上

に
と
り
く
み
ま
す
。 

４
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所 

　
介
護
支
援
数
は
前
年
比
90
％
で

し
た
。
病
院
と
の
連
携
強
化
と
、

申
込
み
者
の
増
加
が
課
題
で
す
。 

新
年
度
　
病
院
か
ら
の
依
頼
に
早

期
か
ら
関
わ
り
、
利
用
者
増
を
は

か
り
ま
す
。
学
習
会
な
ど
ケ
ア
マ

ネ
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

５
、
と
ね
診
療
所
　
精
神
科
デ
イ

ケ
ア
「
ふ
れ
あ
い
の
輪
」
　 

　
念
願
の
　
人
定
員
へ
の
拡
大
認
可

を
８
月
に
取
得
し
、利
用
者
の
受
け

入
れ
増
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
だ
っ
た
祭
日
の

デ
イ
ケ
ア
開
放
も
行
い
ま
し
た
。 

新
年
度
　
利
用
者
の
要
求
で
あ
る

送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
、
土
曜
日

等
の
デ
イ
ケ
ア
開
放
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。 

利
根
中
央
病
院

利
根
中
央
病
院 

利
根
中
央
病
院 

08
年
度
の
課
題 

材木町11 

材木町１   

東原新町13 

西原新町11 

上原町6-1 

上原町6-2 

上原町9-1 

上原町9-2 

西倉内町８ 

榛名町1-2 

榛名町8-2 

榛名町8-1 

鍛冶町10 

鍛冶町６ 

高橋場町原田神明 

上久屋町馬場 

戸鹿野町1 

上発知町透門 

上発知町楚利上 

上発知町楚利下 

上発知町坂上 

上発知町坂下 

上発知町馬場 

上発知町上南 

硯田町合同班 

白岩町合同班 

下川田町田中１ 

下川田町田中２ 

下川田町関口 

下川田町梅木 

下川田町笠 

下川田町中谷 

尾合上 

築地 

菅沼１ 

菅沼２ 

中野合同班 

下牧原の中 

下牧第２ 

下牧下組２ 

後閑上入合同班 

後閑下入合同班 

月夜野町組2-2 

月夜野町組6-2 

須川十二河原 

須川上 

須川中 

布施宿 

糸井中宿 

判形前原 

１階北 

ふれあいの輪 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

喘息の話 

お花見班会 

温泉班会 

温泉班会 

高血圧と低血圧の話 

高血圧と低血圧の話 

高血圧と低血圧の話 

高血圧と低血圧の話 

お花見班会 

歯と口の話 

歯と口の話 

歯と口の話 

内臓脂肪の話 

内臓脂肪の話 

お花見班会 

ながら体操 

お花見班会 

ボケの話、後期高齢者医療制度の話 

ボケの話、後期高齢者医療制度の話 

ボケの話、後期高齢者医療制度の話 

ボケの話、後期高齢者医療制度の話 

ボケの話、後期高齢者医療制度の話 

ボケの話、後期高齢者医療制度の話 

ボケの話、後期高齢者医療制度の話 

メタボリックと特定健診の話 

メタボリックと特定健診の話 

睡眠の話 

睡眠の話 

体脂肪・内蔵脂肪測定 

体脂肪・内蔵脂肪測定 

体脂肪・内蔵脂肪測定 

体脂肪・内蔵脂肪測定 

ダンベル体操 

大腸がんチェック、後期高齢者医療制度の話 

歯の話 

歯の話 

骨粗しょう症の話、骨密度測定 

食の健康、健康チェック 

血圧測定 

血圧測定 

転倒予防の話 

転倒予防の話 

食の話 

食の話 

歯の健康チェック 

セラバンド体操 

セラバンド体操 

血管年齢測定 

お花見班会 

おひまち班会 

健診結果の見方 

食事の話 

8 

5 

4 

4 

3 

3 

3 

3 

6 

3 

3 

4 

4 

4 

9 

4 

7 

3 

3 

4 

4 

4 

3 

3 

4 

4 

5 

5 

3 

3 

3 

3 

7 

5 

3 

3 

7 

5 

3 

3 

4 

3 

4 

3 

3 

3 

4 

5 

6 

8 

6 
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沼田東

　 

 

 

 

 

 

 

沼田中 

沼田西 

 

 

沼田南 

 

沼田北 

利　南 

 

池　田 

 

 

 

 

 

 

薄　根 

 

川　田 

 

 

 

 

 

白　沢 

片　品 

 

 

川　場 

月夜野東 

 

 

 

 

月夜野西 

 

新　治 

 

 

 

昭和東 

高　山 

病棟・他 

小林永久子 

小野　のぶ 

雲越　タカ 

得能　淑子 

片桐智代江 

村田　定蔵 

星野　栄子 

星野フジ子 

坂大　徳江 

戸部　大吉 

金子　くら 

宮内はつ枝 

馬場半次郎 

竹村　健一 

石倉　時子 

織田沢澄世 

星野　早苗 

酒井志ず子 

小林マチ子 

田村　八郎 

峰川福太郎 

星野　克明 

木村　栄一 

 

金子　幸子 

 

茂木　ちよ 

生方志づ子 

吉田　宇太 

吉田　宇太 

吉田　宇太 

吉田　昌子 

角田　梅子 

星野　幸一 

大竹　　賢 

戸丸　正美 

宮田　正子 

山田八重子 

高橋　ミネ 

阿部とも江 

阿部　タカ 

渋谷　典子 

丸山　　功 

石坂　堅一 

田村　照代 

梅沢　貞子 

見城　絹子 

島崎　金衛 

須藤　澄子 

木村千代子 

西畠みどり 

野村　　操 

５２回 総  計 ２３３人 

4月班会開催一覧 

08
年
度
の
課
題 

利
根
歯
科
診
療
所

利
根
歯
科
診
療
所 

利
根
歯
科
診
療
所 

片
品
診
療
所

片
品
診
療
所 

片
品
診
療
所 

30
 

と
ね
在
宅

と
ね
在
宅 

　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
総
合
セ
ン
タ
ー 

と
ね
在
宅 

　
総
合
セ
ン
タ
ー 

第19回赤ちゃん同窓会 第19回赤ちゃん同窓会 



 

2008年６月１日（毎月1回1日発行） 第465号　（４） 利 根 の 保 健  

ひ
と
り
居
の
嫗
が
作
る
菜
園
は
苗
植
う
る
時
期
未
だ
荒

れ
を
り 

  

あ
ざ
み
の
歌
口
ず
さ
ぶ
度
に
思
ひ
出
づ
す
で
に
絶
え
し

か
野
に
あ
る
を
見
ず 

  

バ
ス
の
旅
芽
ぶ
く
山
々
鮮
や
か
に
車
窓
を
移
る
緑
目
に

し
む 

  

積
み
上
げ
し
廃
車
置
場
の
片
隅
に
白
く
き
は
だ
つ
こ
ぶ

し
咲
き
ゐ
る 

  

山
迫
り
若
葉
に
か
く
れ
し
谷
み
ち
を
行
か
ば
わ
が
身
を

染
む
る
濃
み
ど
り 

  

曾
孫
の
鯉
の
ぼ
り
は
低
け
れ
ど
義
経
の
兜
床
の
間
に
ど

っ
し
り 

  

年
金
よ
り
天
引
さ
れ
る
「
後
期
高
齢
者
」
誰
に
も
言
え

ぬ
悩
み
深
ま
る 

  

庭
先
の
水
仙
一
列
に
咲
き
乱
れ
春
陽
を
浴
び
て
わ
れ
癒

さ
れ
ぬ 

沼
田
市
上
沼
須
町
　
　
大
　
竹
　
春
　
江 

   

白
沢
町
下
古
語
父
　
　
佐
　
藤
　
民
　
衛 

   

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
井
　
熊
　
み
さ
を 

   

沼
田
市
坊
新
田
町
　
　
松
　
井
　
佐
江
子 

   

み
な
か
み
町
粟
沢
　
　
真
　
庭
　
義
　
夫 

   

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

   

沼
田
市
堀
廻
町
　
　
　
今
　
井
　
栄
　
一 

   

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子 

絹さやは、料理の青みや脇役だけでなく、美容や健康に役立ちます。和え物・炒め物・卵とじなどにたっぷり使いましょう！ 

　
長
年
「
利
根
の
保
健
」
を
配
布

し
て
い
た
義
母
の
あ
と
を
継
い
で

生
協
活
動
を
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん

は
、
今
年
で
総
代
五
期
目
、
現
在

は
副
支
部
長
と
し
て
沼
田
西
支
部

の
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

　
「な
か
な
か
今
一
歩
が
踏
み
出

せ
な
い
の
で
す
が･･

」
と
控
え
目

な
佐
藤
さ
ん
で
す
が
、
こ
こ
数

年
、
毎
年
欠
か
さ
ず
に
医
療
部
会

の
通
信
教
育
を
受
講
し
た
り
、
近

く
の
役
員
さ
ん
と
協
力
し
て
増
資

訪
問
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
「
ナ
ル
ク
」

で
障
害
者
支
援
な
ど
の
活
動
も
し

て
い
る
佐
藤
さ
ん
。「
増
資
の
お

願
い
に
も
快
く
協
力
し
て
く
れ
る

地
域
の
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
健
康
班
会
を
開
い
て
、
地

域
の
人
に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
い

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

「
地
域
の
人
の
協
力
に
感
謝
」 

沼
田
市
薄
根
町
　
佐
藤
郁
子 

さ
ん 

せ
せ
せ
せ 

 

ら
ぎ
ら
ぎ 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

紫
陽
花
の
毬
を
揺
ら
し
て
登
校
児 

 

耕
せ
ば
土
の
匂
い
の
新
し
く 

 

一
合
に
酔
う
て
独
り
の
花
あ
か
り 

 

老
木
の
下
紫
陽
花
の
咲
き
に
け
り 

 

緑
蔭
に
し
ば
し
心
を
休
め
た
る 

 

耕

せ

ば

命

の

絆

か

ほ

る

土 
 

心
地
良
き
水
の
感
触
田
水
張
る 

 

咲
き
誇
る
真
田
の
里
の
桜
か
な 

 

耕
し
て
ま
だ
真
っ
白
の
武
尊
見
る 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

 

昭
和
村
橡
久
保
　
　
　
藤
　
井
　
三
代
子 

 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
桑
　
原
　
昭
　
一 

 

沼
田
市
鍛
冶
町
　
　
　
町
　
田
　
ア
イ
子 

 

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

 

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
大
河
原
　
一
　
寿 

 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
峰
　
川
　
幸
　
江 

 

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
渡
　
辺
　
き
み
子 

 

昭
和
村
橡
久
保
　
　
　
新
　
木
　
た
け
じ 

　
歯
科
保
健
の
目
標
と
し
て
「
8
0
2
0
（
ハ
チ
マ
ル

ニ
イ
マ
ル
）
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん

す
で
に
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
「
80
歳
で
20
の

歯
数
を
残
し
、
ま
ず
口
か
ら
健
康
を
創
っ
て
い
こ
う
」

と
い
う
運
動
で
す
。
 

　
20
の
歯
数
が
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
。
 

新じゃがと鶏肉の甘辛煮 

□ 作り方 
① じゃがいもは皮を包丁の背できれいにこそげとる。 

② 鶏肉は一口大に切る。 

③ 鍋に油を入れ、中火で②､①の順に加えて炒め、じゃが

いもが透き通ってきたら、だし汁を加える。強火にかけ、

沸騰したら弱火にしてアクをすくい、落し蓋をして５

～６分煮る。 

④ ③に　　を加えて10分ほど煮て、しょうゆを加え、さら

に煮る。煮汁が1/3の量になったら、筋を取った絹さや

を加えて1～２分煮て、器に盛る。 

新じゃが…200ｇ　　　鶏もも肉…150ｇ 
絹さや…20ｇ　　　　　サラダ油…大さじ１ 
だし汁…２カップ　　　　しょうゆ…大さじ２ 
　 （砂糖、みりん…各大さじ１） 

□ 材料（２人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　阿部健児） 

鶏肉には、悪玉コレステロールを減らす 
不飽和脂肪酸が含まれています。 

　
現
在
す
で
に
８
０
２
０
を
達
成

さ
れ
て
い
る
方
は
ど
れ
く
ら
い
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
三
年
前
の

デ
ー
タ
で
、全
体
の
約
25
％
、４
人

に
１
人
で
す
。
十
年
前
の
倍
に
な

り
ま
し
た
。
男
性
が
30
％
と
女

性
の
15
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

女
性
は
妊
娠
、出
産
な
ど
ホ
ル
モ
ン

の
変
化
が
大
き
い
こ
と
が
関
与
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
で
８
０
２
０
を 

　
達
成
す
る
日
は
？ 

現
在
４
人
に
１
人
が 

　
　
目
標
達
成
！ 

残
っ
て
い
る
歯
は 

 

い
く
つ
あ
り
ま
す
か
？ 

歯
が
多
い
と 

　
　
体
も
丈
夫
！ 

 

問 

私
は
50
歳
に
な
り
ま
す
。
歯

の
数
は
多
い
ほ
う
だ
と
思
う
の
で

す
が
、
ど
れ
く
ら
い
が
平
均
な
の

で
し
ょ
う
か
？ 

 

答 

下
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
横
が
年
齢
、
縦
が
残
っ
て
い
る

歯
の
本
数
を
表
し
て
い
ま
す
。

50
歳
の
方
の
場
合
、
平
均
で
25

本
残
っ
て
い
ま
す
。
歯
の
多
い
方

は
28
本
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。
歯
の
少
な
い
方
は
17
本
ま

で
減
っ
て
き
ま
す
。 

　
鏡
を
見
て
ご
自
身
で
数
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
歯
を
抜
い
た
こ
と
の

な
い
方
は
28
本
で
す
。
お
や
し

ら
ず
が
あ
る
方
は
32
本
に
な
り

ま
す
。 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 
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歯
は
か
ら
だ
全
体
の

歯
は
か
ら
だ
全
体
の 

　  

健
康
に
結
び
つ
く

健
康
に
結
び
つ
く 
歯
は
か
ら
だ
全
体
の

歯
は
か
ら
だ
全
体
の 

  
　
健
康
に
結
び
つ
く

　
健
康
に
結
び
つ
く 

―
み
ん
な
の
願
い

み
ん
な
の
願
い「
８
０
２
０
」

「
８
０
２
０
」― 
―
み
ん
な
の
願
い「
８
０
２
０
」― 
歯
は
か
ら
だ
全
体
の 

　  

健
康
に
結
び
つ
く 

利根歯科診療所 
歯科医長 

池亀 雅志 

　
歯
科
医
学
の
最
先
端
の
国
は
ど

こ
だ
と
思
い
ま
す
か
？
　
正
解
は
、

北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
す
。 

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
80
歳

で
平
均
25
本
の
歯
が
残
っ
て
い

ま
す
。
入
れ
歯
を
入
れ
て
い
る
人

は
全
体
の
わ
ず
か
1.7
％
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。 

　
日
本
で
は
ど
う

で
し
ょ
う
？
　
現

在
、80
歳
で
残
っ

て
い
る
歯
の
平
均

は
約
10
本
。六
年

前
の
調
査
で
は
約

８
本
で
し
た
か

ら
、
三
年
に
１
本

ず
つ
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ペ
ー

ス
で
増
え
て
い

け
ば
、
三
十
年

後
の
２
０
４
０

年
頃
に
は
平
均

し
て
８
０
２
０

を
達
成
す
る
こ

と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
現
在

50
歳
前
後
の
方

が
80
歳
に
な
ら

れ
る
頃
に
は
、

目
標
が
超
過
達

成
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。 

　
「
歯
が
20
本
以
上
残
る
70
歳

以
上
の
高
齢
者
は
、
４
本
以
下
の

人
に
比
べ
て
全
身
の
病
気
に
関
連

し
た
医
療
費
が
37
％
も
少
な
い
」

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
北
海

道
国
保
連
合
会
約
10
万
件
の
レ

セ
プ
ト
調
査
２
０
０
８
年
）。 

　
近
年
多
く
の
県
で
同
じ
よ
う
な

報
告
が
続
い
て
お
り
、「
歯
は
か

ら
だ
全
体
の
健
康
に
結
び
つ
く
」

こ
と
が
統
計
的
に
も
明
ら
か
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
口
を
よ
い
状
態
に
保
て
ば
健
全

な
食
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、

健
康
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。 予

防
が
一
番 

　
８
０
２
０
達
成
者
の
特
徴
と
し

て
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
虫
歯
が
少

な
か
っ
た
こ
と
」
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
二
十
年
前
に
比
べ
、
子
ど
も

達
の
口
腔
内
は
む
し
歯
が
少
な
く

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
歯
磨
き

剤
に
フ
ッ
素
が
含
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
、
医
療
費
助
成
制
度

が
充
実
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。 

　
む
し
歯
の
多
か
っ

た
成
人
の
方
で
も
、

歯
科
で
定
期
チ
ェ
ッ

ク
を
続
け
、
歯
周
病

の
予
防
治
療
を
受
け

て
い
か
れ
れ
ば
、
８

０
２
０
達
成
は
充
分

可
能
で
す
。 

　
喫
煙
は
、
歯
周
病

の
最
大
要
因
で
す
。

歯
科
に
か
か
っ
て
、

お
口
の
中
を
き
れ
い

に
し
て
、
ス
モ
ー
ク

フ
リ
ー
に
挑
戦
し
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
に
は

家
族
の
「
応
援
」
が

一
番
大
切
で
す
。 

俳
句
・
短
歌
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

郵
送
先
　
〒
三
七
八
ー
〇
〇
五
三
 
沼
田
市
東
原
新
町
一
八
五
五
の
一 

　
　
　
　
利
根
保
健
生
協
　
組
織
課
　
「な
か
ま
の
作
品
」
係 

Ａ 
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（厚生労働省：標準的な健診・保健指導プログラム） 
〈別冊〉保健指導における学習教材集「歯の数と食べられるものの関係」より 

世界各国の8020達成予測 

80歳の人の平均残存歯数（厚生労働省歯科疾患実態調査） 

※8020財団ホームページより 

達成している国 

2000～2020年に 
達成する国 

2020～2030年に 
達成する国 

今後、平均寿命が延 
びるにつれて、残存 
歯が減少する国 

2030～2040年に 
達成する国 

スウェーデン 

アメリカ、オースト 
ラリア、オランダ 

タイ、フランス 
イギリス 

インドネシア 
カンボジア 

日本 
イタリア、ポーランド 
ドイツ、スイス 

昭和62年 平成５年 平成11年 平成17年 

約４本 約６本 約８本 約10本 


